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研究成果の概要（和文）：本研究では，布地画像からその質感を認識する際に各観察者が持

つ布地質感データベース（体系化された視触覚記憶）の影響を調べ，また布地質感認識に

はどのような画像が最も適しているのかを検討することを目的とした．種々の実験により、

画像からの布地質感認識には、１）布地に関する知識・興味より「見て触る」視触覚経験

が重要、２）ドレープがあり一定以上サイズの画像が重要、であることが明らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）：Aims of this study are, to investigate influence of individual 

visuo-tactaie database on recognition of cloth from digital image, and what kind of 

picture is the most suitable for that. From the results of various experiments, following 

conclusions are derived. First, see and touch (visuo-tactile) experience is more 

important than knowledge of and/or interest on cloth, and the second, larger than a 

certain size of digital image of cloth with a drape is important for recognition of cloth. 
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１．研究開始当初の背景 

 質感生成の工学的研究、画像統計量と知覚
心理学的質感との関係解明、布地質感の計
測・評価、評価尺度抽出、など様々な分野で
の多様なアプローチにより、質感に関する研
究が行われていた。しかし個人の視触覚記憶

との関連性や、インターネットショッピング
などの応用性を視野に入れた画像提示によ
る質感認識に関する研究はなかった。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は，色彩画像から布地の質感
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を認識に対する各観察者が持つ質感データ
ベースの影響と画像品質の影響を明らかに
することである．ここでいう質感データベー
スとは、質感認識メカニズムにおける視触覚
記憶を指す．また，ここでいう画像品質とは，
単なる解像度やコントラストだけでなく，対
象をどのように撮影するかというコンテン
ツ性も含む． 
 
３．研究の方法 

 以下の実験を実施し、結果を解析した。 

(1) 平成22年度研究： 
10種類の布地サンプルを用い、高さ15cmの円
柱を覆って自然なドレープを作った場合（パ
ターンA）と平らに置いた場合（パターンB）
との画像を作成し、これらの画像を被験者に
提示して、ブラインドタッチでどの布地かを
同定させる実験を行った。被験者群としては
工学系と被服系専攻の学生各々14名ずつで行
った。パターン別の結果を図１に、被験者群
別の結果を図２に示す。これらから、表面に
凹凸のあるレース、オックス、印伝、楊柳以
外はドレープが重要であること、また被服系
被験者群の方が好成績であることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．パターン別の正解率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図2．被験者群別の正解率 
 

(2) 平成23年度研究： 
 画像は、2cm×2cm、4cm×4cm、8.5cm×8.5cm、
および窓なし（約17cm×17cm）の４サイズ、
画像コンテンツとしては、ドレープなしから
高さ15cmの円柱を覆って自然なドレープを作
ったものまでの４種の計16条件の画像を、10
種類の布地サンプル各々に対して作成した。
これらの画像を被験者に提示して、ブライン
ドタッチでどの布地かを同定させる実験を行
った。その結果、一定以上の布地認識率には
ドレープ形状が見える窓サイズの大きさが必
要なこと，ドレープ形状の複雑さの寄与は布
地の種類によって異なることが分かった。  
 同様の実験を同じ色柄の10種の布地におい
ても実施したが、同様の結果となった。 
 
(3) 平成24年度研究： 
 ディスプレイ上で布地画像を呈示し，実験
装置内に各々自然なドレープ有りの状態で並
べてある11個の布地サンプルの中から，布地
画像と同じ素材だと思う布地を選択させる実
験（視覚提示-視覚選択）、およびテスト布地
を被験者に触らせ，同じ素材だと思う布地を
テスト布地を含む11枚の選択用布地の中から
ブラインドタッチで選択させる実験（触覚提
示-触覚選択）を行った．前者では提示画像の
ドレープ有無や窓サイズの影響を、後者では
選択布地を板に固定した場合としない場合の
相違を調べた。その結果、両方の実験におい
て布地による相違が顕著になり、視覚だけ又
は触覚だけで識別しやすい布地は必ずしも一
致しないことがわかった。 
 
 研究全体において、被服関連学科と工学部
の学生間での比較および布地に関する知識や
経験についてのアンケートを行った。その結
果、全体としては前者の被服系の認識率が工
学系より高い傾向が見られたが、特に経験要
因の重要性が明らかとなった。 
 
４．研究成果 
本研究により、以下の成果が得られた。 
(1) 布地画像からの質感認識には、ドレープ

のある画像であることが非常に重要で、
ドレープがわかるための一定以上の画
像サイズが必要である。 

(2) 一定以上の認識率を得る為のドレープの
複雑さは、布地の種類によって異なり、
レースや印伝など表面に識別しやすい凹
凸がある布地は、ほとんどドレープがな
い画像からの同定が可能である。 

(3) 視触覚、視覚のみ、触覚のみのいずれの
場合でも、レースや印伝では同定率が極
めて高いことから、布地同定には表面の
識別しやすい凹凸（適度なテクスチャー）
が重要である。 
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